
同
志
社
田
辺
校
地
と
そ
の
周
辺
の
跡

田
辺
・
普
賢
寺
谷
中
世
城
館
跡
遺
跡
群

一
、
都
谷
中
世
城
館
跡

同
志
社
大
学
の
田
辺
校
地
は
、
京
都
府
綴
喜
郡

田
辺
町
大
字
多
々
羅
小
字
都
谷
一
1
三
に
所
在
す

る
。
こ
の
小
字
名
を
付
け
た
遺
跡
が
、
田
辺
校
地

の
造
成
直
前
に
発
掘
調
査
し
た
戦
国
時
代
の
城
館

跡
で
あ
る
。

跡
は
、
普
寺
谷
に
面
し
た
低
丘
陵
の
南
側

斜
面
を
背
に
し
て
、
東
側
に
土
塁
を
も
ち
、
西
側

に
小
さ
い
谷
を
控
え
た
平
坦
地
に
立
地
し
て
ぃ

た
。
現
在
の
大
学
南
門
か
ら
西
へ
約
一
 
0
0
米
、

学
内
通
路
が
ゆ
る
や
か
に
右
折
す
る
当
り
の
南
側

に
相
当
す
る
。

こ
こ
は
、
東
流
し
て
木
津
川
に
注
ぐ
普
賢
寺
川

を
眼
下
に
納
め
、
水
田
地
帯
や
、
川
に
沿
う
街
道

の
往
来
さ
え
、
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
る
位
置
に

つ
て
確
認
し
た
中
世
の
造
成
面
や
焼
士
層
の
堆
積

か
ら
は
、
当
時
の
士
木
技
術
や
、
記
録
に
み
ぇ
る

織
田
信
長
の
足
利
義
昭
追
討
時
の
焼
亡
を
考
え
さ

せ
たち
な
み
に
、
義
昭
を
追
っ
て
信
長
の
軍
勢
が
通

つ
た
と
い
う
普
賢
寺
谷
は
、
山
城
か
ら
河
内
へ
抜

け
る
裏
道
の
一
っ
で
あ
り
、
本
能
寺
の
変
の
際
、

堺
に
居
た
家
康
が
い
ち
は
や
く
駿
河
へ
逃
げ
返
っ

た
の
も
こ
の
道
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ニ
、
普
寺
殿
館
跡
と
堀
館
跡

士
地
の
人
達
が
、
普
寺
の
大
御
堂
と
呼
ぶ
観

音
寺
は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
記
念
体
育
館
の
脇
か
ら
大

学
の
西
門
を
出
て
坂
を
降
り
る
と
、
右
手
に
静
か

な
行
い
を
見
せ
て
い
る
。
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い

る
天
平
時
代
の
十
一
面
観
音
像
が
本
堂
に
鎮
座
し

て
い
る
。
こ
の
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
古
絵
図
の

う
ち
、
掛
図
に
表
装
さ
れ
て
い
る
の
が
「
興
福
寺

別
院
釦
^
施
観
心
山
普
賢
教
法
寺
四
至
内
之
図
、
で

あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
、
正
長
元
年
(
一
四
二
七
)

の
紀
年
銘
が
あ
り
、
天
文
二
年
に
再
画
さ
れ
た
も

の
と
い
う
。
史
料
批
判
の
ま
た
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
「
新
宮
社
L
 
は
、

今
な
お
祀
ら
れ
て
い
て
、
毎
年
十
月
十
五
日
に
祭

あ
る
。
西
側
の
谷
に
添
う
山
路
は
、
多
々
羅
の
集

落
か
ら
大
学
正
門
の
南
西
部
に
そ
の
跡
を
と
ど
め

る
不
動
堂
へ
と
通
じ
て
い
た
が
、
す
で
に
こ
の
山

路
は
な
い
。
雑
木
林
の
問
を
抜
け
る
起
伏
の
あ
る

小
路
で
、
よ
く
ホ
ホ
ジ
ロ
や
メ
ジ
ロ
の
さ
え
ず
る

道
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
遺
跡
は
山
を
裏
に
控
え

た
見
晴
し
の
よ
い
斜
面
に
あ
っ
て
、
東
側
の
土
塁

と
西
側
の
谷
で
守
ら
れ
て
い
て
、
自
然
地
形
を
た

く
み
に
利
用
し
て
お
り
、
防
備
に
適
し
た
立
地
を

も
っ
て
い
た
0

発
掘
調
査
の
結
果
は
、
方
形
区
画
の
外
側
の
一

、

、

部
に
堀
状
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
戦
国
時
代
に
大

和
で
生
産
さ
れ
た
瓦
質
の
甕
や
信
楽
で
作
ら
れ

た
鉢
、
美
濃
で
焼
か
れ
た
天
目
碗
な
ど
が
、
中
国

産
の
染
付
の
皿
を
伴
っ
て
出
士
し
た
。
精
査
に
ょ

鈴
木
重
治

③



全

礼
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
同
志
社
校
地
内
に
保

存
さ
れ
て
い
る
下
司
古
墳
群
の
東
側
の
小
社
が
こ

の
新
宮
社
で
あ
る
。

絵
図
に
ょ
る
と
、
普
賢
寺
川
を
挟
ん
で
南
北
の

丘
陵
上
に
は
、
東
西
に
館
群
が
建
ち
並
び
、
中
に

堀
や
士
塁
が
あ
っ
て
、
低
地
の
水
田
中
に
散
在
す

る
民
家
と
較
べ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
描
か
れ

て
い
る
。
と
り
わ
け
大
き
い
の
が
「
普
寺
殿
L

と
脇
に
書
か
れ
て
い
る
館
で
、
城
氏
、
下
司
氏

堀
氏
な
ど
の
館
を
挟
ん
で
大
御
堂
の
東
側
で
は
、

も
っ
と
も
大
き
い
。
さ
き
の
新
宮
社
は
城
氏
と
下

司
氏
と
の
館
の
問
に
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
。

田
辺
校
地
の
造
成
に
先
立
っ
遺
跡
の
分
布
確
認

調
査
で
は
、
こ
の
絵
図
も
参
考
と
し
た
が
、
繰
り

返
し
て
お
こ
な
っ
た
踏
査
の
結
果
は
、
絵
図
に
描

か
れ
た
城
館
以
上
の
数
の
跡
候
補
地
が
観
察
さ

れ
た
。
つ
ま
り
、
同
志
社
校
地
内
か
ら
士
塁
を
め

ぐ
ら
し
た
地
点
や
堀
の
痕
跡
を
残
す
地
点
遺
物

の
散
布
を
認
め
た
地
点
な
ど
が
絵
図
よ
り
多
く
観

察
さ
れ
て
、
考
古
学
的
に
検
証
す
る
こ
と
が
要
請

さ
れ
た
。

試
掘
調
査
の
結
果
室
町
時
代
の
銅
鏡
や
古
瀬

戸
の
壺
、
中
国
景
徳
鎮
製
の
染
付
の
破
片
、
刀
装

駅

底
、
¥

.

終

、

0

"

.

.

.
、

.

具
の
一
部
な
ど
を
検
出
し
た
土
塁
や
、
墓
地
、
方

形
区
画
の
整
地
跡
な
ど
を
次
々
に
確
認
し
た
。
出

士
し
た
遺
物
か
ら
、
中
世
と
り
わ
け
戦
国
時
代
の

遺
跡
群
が
検
証
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
現
在
、
田

辺
校
地
内
の
軟
式
野
球
場
の
南
側
な
ど
に
保
存
し

て
あ
る
中
世
の
城
館
跡
群
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
主
郭
に
士
塁
を
め
ぐ
ら
し
、
西
側
に
二
段

の
平
坦
面
を
作
り
出
し
て
腰
曲
輪
と
し
て
い
る
館

跡
が
、
位
置
関
係
な
ど
か
ら
絵
図
の
普
賢
寺
殿
の

館
跡
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、

新
宮
社
の
東
側
の
小
さ
い
谷
を
挟
ん
だ
丘
の
上
の

平
坦
地
が
、
城
氏
の
館
で
あ
る
こ
と
は
、
遺
存
す

る
堀
跡
や
屋
敷
か
ら
も
十
分
に
う
な
ず
け
る
も
の

で
あ
っ
た
。

な
お
、
新
宮
社
の
参
道
を
拡
幅
し
た
際
、
平
坦

な
方
形
区
画
の
一
部
分
か
ら
士
師
質
の
皿
や
天
目

碗
白
磁
皿
な
ど
が
出
士
し
た
。
こ
れ
ら
も
戦
国

時
代
の
、
物
群
で
あ
り
、
下
司
氏
の
館
跡
に
関
係

す
る
、
構
と
遺
物
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
地
形
の

保
存
を
優
先
さ
せ
た
た
め
、
将
来
の
課
題
と
し
て

残
さ
れ
た
。

三
、
普
寺
川
対
岸
の
城
館
跡

普
賢
寺
川
を
挟
ん
で
、
同
志
社
田
辺
校
地
と
相

^.^.^.^.^'^'^●^゛^'^●^●^'^'^●^●^'^.^.^'^'^.^'^'^.^'^'^.^^^'^'^.^
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い
対
す
る
丘
陵
上
に
も
城
館
跡
群
が
分
布
し
て
い

る
。
大
字
三
山
木
に
属
す
南
山
の
城
跡
は
、
最
近

ま
で
水
を
た
た
え
た
堀
の
一
部
を
よ
く
と
ど
め
て

い
た
。
近
く
の
民
家
の
整
地
中
に
、
室
町
時
代
か

ら
安
士
・
桃
山
時
代
に
か
け
て
の
士
師
器
や
陶
器

の
碗
・
皿
が
出
土
し
て
い
る
。

田
辺
町
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
を
し
た
口
駒

ケ
谷
、
跡
は
、
か
っ
て
一
之
木
戸
と
呼
ぱ
れ
た
普

賢
寺
谷
の
開
口
部
に
近
く
、
室
町
時
代
の
建
築
跡

が
確
認
さ
れ
た
城
館
遺
跡
で
、
都
谷
中
世
館
跡
の

対
岸
に
当
る
。

京
都
府
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
掘
調

査
し
た
、
跡
も
中
世
の
城
館
跡
で
あ
る
。
普
賢
寺

の
西
側
を
通
る
国
道
N
号
線
の
バ
イ
パ
ス
エ
事
で

姿
を
消
し
た
。
厚
生
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

消
滅
し
た
遺
跡
も
含
め
て
、
普
寺
谷
の
中
世
城

館
跡
群
は
次
々
に
失
な
わ
れ
て
ぃ
く
。

そ
れ
だ
け
に
、
同
志
社
田
辺
校
地
内
で
保
存
さ

れ
て
い
る
跡
群
の
学
術
上
の
価
値
は
高
い
。
中

世
史
の
錘
台
が
、
遺
跡
と
い
う
歴
史
の
生
き
証
人

と
し
て
保
存
緑
地
と
と
も
に
息
づ
い
て
い
る
。

(
大
学
校
地
学
術
調
査
委
員
会
調
査
主
任
)

同
志
社
校
地
出
土
の
埋
文
化
財
⑯
鈴
木
重
治

か
き
え
も
ん
で
い
ろ
え
ざ
ら

樅
右
衛
門
手
色
絵
皿

占
ず
ら
鶉
に
梅
竹
文
を
配
し
た
も
の
で
、
繊
細
な
筆
法
に

よ
る
染
錦
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
多
彩
色
に

金
彩
を
あ
し
ら
っ
た
染
錦
手
の
装
飾
は
、
十
七
世

紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

も
て
は
や
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ル
ド
.
ジ
ャ
パ

ン
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

老
梅
の
幹
に
み
る
力
強
い
屈
折
し
た
曲
線
と
、

し
な
や
か
な
竹
の
す
ん
な
り
と
延
び
た
曲
線
の
組

み
合
せ
を
大
き
く
右
側
に
配
し
て
、
左
側
に
は
、

)
た
わ
わ
に
実
っ
た
粟
の
穂
の
下
に
、
丸
々
と
し
た

土
州
邸
師
鶉
を
遊
ば
せ
て
ぃ
る
。
長
時
間
士
中
に
あ
っ
た
た

旧
Q
め
に
剥
落
し
て
い
る
金
彩
が
、
部
分
的
に
梅
の
花

紅
島
径
や
竹
の
葉
に
残
っ
て
い
て
、
赤
絵
や
下
絵
の
呉
須

(
の
青
さ
を
引
き
立
て
て
い
る
。

中
国
の
景
徳
鎮
産
の
磁
器
に
代
っ
て
、
伊
万
里

焼
の
色
絵
磁
器
が
オ
ラ
ン
ダ
の
東
イ
ン
ド
会
社
に

よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
に
運
ば
れ
、
当
時
の
シ
ノ
ア

ズ
リ
ー
に
答
え
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
粟
鶉
図
の

色
絵
皿
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
ぃ
る
。
一
羽
の

鶉
を
青
く
画
く
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
特
有
の
柿
右
衛

門
写
し
と
さ
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
の
マ
イ
セ
ン
窯

イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ー
ス
タ
ー
窯
や
チ
エ
ル
シ
ー
窯
な

ど
で
焼
成
さ
れ
た
柿
右
衛
門
写
し
の
本
歌
が
、
こ

の
出
土
資
料
に
ょ
っ
て
想
い
お
こ
さ
れ
る
。

(
大
学
校
地
学
術
調
査
委
員
会
調
査
主
任
)

一
九
八
四
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
新
島
襄

旧
邸
の
一
部
を
発
掘
調
査
し
た
。
校
友
会
館
の
改

築
に
伴
う
事
前
の
発
掘
調
査
で
あ
っ
た
。
そ
の
際

に
多
量
に
出
士
し
た
陶
磁
器
の
う
ち
の
一
点
が
、

こ
の
柿
右
衛
門
手
色
絵
皿
で
あ
る
。

見
込
部
の
文
様
っ
ま
り
内
面
の
図
柄
は
、
粟
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